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母体分娩時な らびに新生児エ ネル ギ ー

代謝量に 関す る研究

日 本 医 科大 学 第一病 院 産 婦 人 科 （指 導 ：鈴 村 正 勝 教 授 ）

　　　　助 手 　遠 　 藤 　 　哲　 広

概 要 　子 宮収 縮 の 機樵を 解 折 す る研 究 の 一環 と し て 分娩 時 子 宮 収縮 に 要 す るエネ ル ギ ー量 を 測 定 し ，ま た 分娩

が 新生 児 の エネ ル ギ ー
代謝 に ど の 様 な 変 化 を 与 え て い る か とい う点 か ら新生 児 の エ ネル ギ ー

代謝 量 を測 定 し次

の 結 果を 得 た ．

　 1） 分娩 時 毋 体 エ ネ ル ギ ー代 謝 量 （ユO分 間）は，分娩 第 ユ 期 初 産 婦 2G．5± 2．48Ca1！10min 経 産 婦 ，
22．2±2．21

cal！lomin，第 2期初産 婦 39．5±5．68cal！lomin ，経 産 婦 343 ±3．16cal110mln， 第 3 期初 産 婦 11・2± 2．75ca1110
m 三n ，経 産 婦 10．8± 2．　09Cal！10min で ，分娩 第 2 期 に 最 も大 ぎ く，第 1期 は そ の lf2 〜 2f3，第 3 期 は 1！3 〜

114 で あ っ た．単 位 時 間 内 に 於 け る エ ネ ル ギ ー
代謝 量 は 初 産 婦 で も経 産 婦 で も殆 ん ど 同 じ で あ る，

　 2） 分 娩 時子 宮収 縮 1 回 に 要 す る ＝ネ ル ギ ーは ，分娩 第 1 期 初 産 婦 は 2．8± O．57Cal経 産婦 は 3．3±O．38

Cal，分 娩 第 2 期初産婦 は 3．4± O．75Ca1 経 産婦 は 3．4±Q．22Ca1 で あ つ て ，い つ れ も 同程 度 の ＝ ネ ル ギ
ー代 謝

量 で あつ た ．

　 3）　分娩 1 回 に 要 す る 総エネ ル ギ
ー

代 謝量は ，初 産 婦 で は 約2000Cal 経 産婦 800Cal とな り，初 産 婦 は 経 産

婦 の 約 2．5倍 の エ ネ ル ギ
ー

を 消 費す る こ とに な る．

　 4）　 新 生 児 エ ネ ル ギ
ー

代 謝 量 は ，分娩 直後 が 最 も高 く，分 娩 後 2 時間 ま で 高値 が 続 き，4 時 間 後 よ り急 激 に

低 下 し，6 時 間 よ り24時 間 ま で 低 い 値 で 安 定 して い る．そ の 後 3 日，4 日 は や や 低 く，5 日 よ りや や 高 く な る．

　5）　未 熱 児 は
， 分娩 直 後 に や や 高 い が ，

2 時 間 後 よ り 6 日 目 ま で 正 常 新 生 児 に 比 較 し て 低 い 値 で 変 動 も 少 い ．

　6）　正 常 分娩 児 と異 常 分娩 児 と の 間 に は 差 は 認 め ら れ な か っ た ．

　7） 早 産 児，予 定 日超 過 児 の エ ネ ル ギー
代謝 量 は 正 期 産児 よ りや や 低 い．

　8）　新 生 児 の 運 動 に 要 す る
エネ ル ギ ー代 謝 量 は，哺 乳lo．2 ± 4．　08cal！kg！h， 沐 浴 5．3 ± 1．96cal！kg！h．啼泣

20．6±5．96cal！kg〆h．軽運 動 11．5± 6．　02cal！kg！h．で あ つ た ．

　9） 分 娩後 チ ア ノ ーゼ を 認 め る新 生 児 と正 常新 生 児 を 比 較す る と，酸素消費量 と；ネ ル ギ
ー

代 謝量 は 差 が 著

明 で ，チ ア ノ
μゼ 群 は IE常群 の 約 2！3 で あ る ．

　　　　　　　　　 緒　 　言

　分娩が産婦に とっ て きわ め て 大 きな肉体的疲労

を もた らす事は ， N 常産科医が観察す る と こ ろ で

あるが，分娩経過中に 要す る作業量すなわ ち エ ネ

ル ギ
ー
代謝量 に つ い て の詳細 な 研究 は 少 な い ．

1920年 Knipping と The ・d・r は 産婦 の エ ネ ル ギ

ー
消費を計測 し た が ， 僅か に 2 例 に つ い て 行な っ

た の み で陣痛に よ る 正確な エ ネ ル ギ ー
消費に っ い

て報告 し て い な い ．

　 1936年 St2ihlerは欧米人 1 回 の 分娩に 要す る エ

ネ ル ギ ー代謝量は きわ め て 高 く，30〜40km の 歩

行 と同じ作業量 で ，し た が つ て 疲労性陣痛微弱の

説明や治療に 新 しい 光 明を与え た と述 べ
， ま た 個

々 の 分娩 の エ ネ ル ギ ー
代謝 の 総量 は ユ0倍 も の 開 き

が あるが ，単位時間 また は 同 じ陣痛数 に対 して は

比較的
一
致した価で 1 回 の 分娩時子宮収縮 に 2 ．4

〜 6．7Cal を要し た と報告 し て い る ．

　著者は ，子宮収縮 に 関す る研究の
一

環と し て ，

分娩時子宮収縮 に 要す る エ ネ ル ギ ー一量 の 測 定を中

心 に こ れ らに っ い て 検討 した ．

　
一

方，新生 児 の エ ネ ル ギ
ー
代謝 に 関 す る 研究

は ， Janet（1929 ），Bear （1921），Schadow （1932 ），

Benedict （1915） 等 と多 く，日本 に 於 い て も ， 三

浦 （1952），草間 （1934），越智（／935 ），砂田（1937）
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460 毋 体 娩 分 時 と 新生 児 の エ ネ ル ギ
』
代 謝

等 と多 くの 報告が見 ら れ る が ，著者は 分娩時に 受

けた 影響 と考え合わ せ て ，分娩直後 よ りエ ネ ル ギ

ー
代謝量 の 変動を再 検討 した ．

　実験対象お よ び実験方法

　実験対象 と し て ， 非妊婦 ， 妊娠 10ヵ月末期 の 妊

婦 ，分娩第 1期，第 2 期 ， お よ び 分娩第 ゴ期 の 産

婦 ，正常新生児，未熟児，鉗子分娩児，吸引分娩

児 ， 早産児 予定 日超過児に つ い て 測 定 した ．

　非妊婦お よ び妊娠 IOヵ 月宋期 の 妊婦 の 」一ネ ル ギ

ー
代謝量 の 測定時に は ，約30分安静臥床 させ た 後

測定 した ，

　なお ， 妊娠 お よび 産婦に つ い て は ， 臨床的に 何

ら異常を認め な い 者を選び，測定 中は 陣痛外測計

また は Balloon 法に て 子宮収縮 の 状態を観測 し

なが ら測定 した ．

　新生児は ，成 人 の 基麗代謝量 測定時 の ご と く，

厳密に 安静を求め る こ とは 自然の状態で は 不 司 能

で ある の で ， なるべ く体動 の す くない 時期を選ん

で 測定 し安静時 の 代謝量 と し た ．

　実験方法は 毋体測 定装置 と新生児測定装置が異

な る た め そ れ ぞ れ に っ い て 述べ る ．

　 1） 妊婦お よ び産婦測定法

　測矯方法｝こ は ，直接熱量測定法 と間接熱量測定

法 とが あ る ．現在
一般に使用 され て い るの は 後者

の 方法 が多 く，こ の 方法は さ らに 閉鎖式 と開放式

に 分け る こ とが で きる ．閉鎖式に は Knipping 法

Krogh 法 ，
　 Benedict氏呼吸装置を用 い る法等が有

』

り， 開放式に は Douglas 　Bag 法が あ る ．

　著者 は移動可能で ，操作が 簡単で ，運動時 エ ネ

ル ギ ー
代謝吊：の 測定 に 便利 で あ り，さ らに 基 礎代

謝量，安静時代謝量 の 測定も可能 な Doug 】as 　Bag

法 を使用 し た ．

　呼気分析に は ，信頼性が 高く現在最 も多 く使用

され て い る 労 研式小 型 ガ ス 分析器を使用 し た ．そ

の 他，ガ ス メ
・一

タ
ー，採 気管，水 銀気圧計を用 い

た ．

　基礎代謝 の 測定は ，一
般に は 食事が ま つ た く消

化吸 収され た と思 わ れ る頃，すな わ ち早朝空 腹時

に 快適な室温 の も とで ， 肉体的 ， 精神的緊張を取

り除 い た 状態 の も とで 測定す る の が 理 想 で あ る

が ，実際に は そ の 様な状態で 採気す る の は 困難な

場合が多 い ，そ こ で 非妊婦お よ び妊娠 10ヵ 月末期

の 被検者は朝食を取 らな い で 来院 させ ，

’
t〜 2 時

間 の 休息 の 後，30分間安静臥床 させ て 10分間測定

し た ．また，妊娠末期 の 被検老に つ い て は ， こ の

間陣痛外測計で 子宮収縮 の 無 い 時を選 び 測定 し

た ，

　分娩時 エ ネ ル ギ ー・
代謝量 の 測 定は ，分娩第 1期

で は ，測定30分前 よ りで きるだ け安静を保っ よ う

に し J その 後 10分間採気 し た ．分娩第 2 期の 測定

は ，15分〜30分間で ぎる だ け安静を保た せ た 後 IG

分間採気 し，そ の 後腹圧 をか げた状態で 10分間採

気 した ，分娩第 3 期 も児娩出百後よ り10分間採気

し た ．10分以前に 胎盤 の 娩出が 終つ た 場合は 直 ち

に 採気を止 め て ，そ の 採気 した 時問に よ り呼気量

を 10分問 の 量 に補正計算 した ．

　分娩時 の 測定巾は ，陣痛外測 計また は Balloon

法 に よ り ， 陣痛回数 ， 子宮収縮 の 状態 を 記録 し

た ，

　分娩時子 宮収縮 1 回 に 要す るエ ネ ル ギ ー
量 の 算

出は ，各例袖 こ 次 の 式に よ り算出 し た ．

　分娩 1 期 （ま た は 2 期）安静時代謝量 （陣痛あ り）

　
− k壬娠10 ヵ 月末期安静時代謝量 （陣痛 な し ）　一

分娩 正期 （ま た は 2 期）安静時 10分間陣痛回数

　 ＝ ネ ル ギ
ー
代謝量 の 計算法は Douglas 　Bag で

採気 し た 呼気量 を ，採取時 の 気圧お よび温度に て

漂準状態に 補正計算 し ， 労研式小型 ガ ス 分析器で

酸素お よ び炭酸ガ ス 値を求め ， 酸素消費量お よび

炭酸 ガ ス 産生 量を計算し ，さ らに こ れ よ り非蛋自

呼吸 高を求め ，Zuntz ＆ Schrumberg の 表よ りエ

ネ ル ギー
代謝量 を計算 し た ．こ の 表は 非蛋白呼吸

高 よ り」 一ネ ル ギー代謝量 を計算 し た もの で ある ．

　 2） 新生児 エ ネ ル ギ ー
代謝量 測定法

　新生 児 の エ ネ ル ギ ー
代謝量を測定す る に は Dou−

glas　Bag 法 の ご と く， マ ス ク を 用 い て 採気す る

の ば 困難な問題が多 く，また新生児の 自然な状態

を破壊す る の で ， 昔か ら閉鎖式 に属す る Knipping

法 と Benedict 氏呼吸装置 を 用 い る 方法 が 主 と

して 用 い ら れ て 来 た 、著者 は 図 1 の ご と く，

Benedict −Roth 型 レ ス ピ 1コ メ ータ ー一を利用 し て ，
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こ れ に ビ ニ
ー

ル 製呼吸 室 とエ ア ーポ ン プ を 接続 し

て 新生児用 Benedict 氏呼吸装置に 近い 装置を作

成 し て こ の 実験を行な つ た ．

　 エ ア ーポ ン プは 毎分 15立で 酸素を 循環 せ し め

た ．ま た 呼吸商を必要 とす る時に は ， 呼吸室か ら

レ ス ピ ロ メ ータ ー
へ 流れ る ビ ニ ー

ル 管の
一

部 に活

栓 を も うげて ， こ の 活栓 よ り採気 し，吸気分析を

行 なっ た ，

　 本装置 の 人体 に よ る 予備実験は ， 成人男子 1

名 ， 女子 4 名に つ い て行 なつ た ．なお ，成人 の 場

合は ビ ニ
ー

ル 性呼吸室 に 頭部 の み 入 れ て 実験 し

た ．予備実験の 結果 ， 男子 1 名 は 57．3Cal／h　 1

日量 にす る と1375 ．2Cal 女子 4名 の 平均値は 49．4
cal！h　1183 ．8Cal ！day と な っ た ． 日本人 1 日基 礎

代謝量 は ，男子 1，390Cal 女子 1， 140Cal （栄養

審議会） で ある の で こ の 結果は良 く
一

致する ，す

なわ ち新生児用 に 改造 し た 結果もそ の 精度に変化

はな い と思牙っ れ る ．

　本装置全体に IOOAOoの 酸素を満 し ，ビ ニ
ー

ル 製

呼吸室に 新生 児を入れ ，エ ア ーポ ン プ に て 呼吸室

と レ ス ピ ロ メ
ータ ー

の 中を循環 させ る と ， 新生 児
の 摂取 し た 量だけ ス パ イ P グ ラ フ の ペ ン は上昇す

る ．記録紙は 32mm ！min で 回転す る の で 一
定 の

ス Pt　一プが 画か れる ．ス n 一プ が一
定に な っ た 状

態 で 3 分間測定 し ， こ の ス ロ ープの 高 さ に よ り酸

素消費量 お よ び代謝量 を 計算 し た ．な お ， 測定値
は 温度・気圧で 補正 した ． Benedict−Roth 型 レ ス

ピ 卩 メ
ー

タ ーは ，ス パ イ ロ グ ラ ム の ス ロ ープ 1cm

遠 　藤 461

の酸素消費が 1Cal の 熱量産生 に 相 当す る の で ，

ス ロ ー
プ の 咼 さを H とす る と 1時間エ ネ ル ギ ー

代

謝量は次式 に よ り求め た ．

　 安静時 エ ネ ル ギー
代謝量 （Cal！h）

　　　
＝ Hcmx60min13minX 補正係数

　 新生児 の エ ネル ギ ー
代謝量 を表わす単位に つ い

て は ， 体表面積単位で 表わす べ きか ，休重単位で

表わす ぺ きか に っ い て閲題があ る．

　
Rubner が基礎代謝を表わ す単位 に つ い て ， 動

物 の 種類 ， 大 きさ に 関係な く，体表面積単位で 表

わす と，大体同じ熱量 を 出す と唱え て 以来
一

般に

基礎代謝は 体表面積当 り，すなわ ち （Cal！m2 〆h）
で示 される よ うに なつ た ．しか し体表面積で 表わ

す こ とに 反対の意見 も多 く，
Harris と Benedlct

は熱発生量 と体表面積とは 何 ら理論的な 因果関係

な く，熱発生 は 身長 ， 体重，性 ， お よ び 年令に 関

係す る と述べ 　ま た Benedict と Talbot は 身長
を Wang

，　 Kern は体重を それぞれ基礎代謝 の単

位にす べ きで ある と論じ て い る ，また 日本で こ れ

らに っ い て 検討した ．中川 （1948），阪上 （1960），

堀 （1960 ）の 成績に っ い て み る と ， 中川 は 小児で

は 体表面積，体重，身長，何れ も同じ程度に 相関

し ，何れか 最 も適当で ある か を 決定 し得 な い の

で ，正確 な体表面積算出式 の 作 られ るまで は ，小

児で は 体重に よ る こ とが ，む し ろ正確で ある と述
べ ，阪上 は 体重 と基礎代謝量 との 相関が最 も大

で ，つ い で体表面積 ， 身長 の 順で あっ た と報告 し

て い る ．また堀 は 6 〜15才の 児童に お い て は 体表

而積 と基礎 代謝量 との 相関が最 も大で ， 身長 と体

重 は 同じ程度 の 相関を示 し た と述べ て い る ．著者
は 主 と し て 分娩直後の 新生児に つ い て検討 した の

で ・こ の 状態の 新生児で は体重単位 （Calfkg！h）
で 表わ す方が ， 正確で ある と考 え ， 体重単位で 表

わ し た ．

　　　　　　　　　実験成績

　 1．毋体エ ネ ル ギ ー
代謝量

　1） 非妊時 ，妊娠末期毋 体 エ ネ ル ギ ー代謝量

　表 1 お よ び表 2 に 示す よ うに ，非妊 婦 10分間 の

安静時 エ ネ ル ギ ー
代謝量 は 平均 8 ，8Cal で あ っ

た ．これを 24時間量 に す る と約 1，270Cal とな
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＼
　 ＼

　 ＼

＼
＼ 1

初 　 産．
1−一．．一

妊 娠 IXM
− ．113

．O

母体 分娩 時 と新 生 児 の t； ネ ル ギ
ー
代 謝

　 1Q分 閭消 費 エ ネ ル ギ
ー

喇 瓢 ，鑑1撫 這丿
期
一一

12獅 そ
21

：1）1（

32
：1）1ユ1・2

表 1

　 12．OI
−＿＿ 一⊥

22．2
（2．7）

口 産 婦 誌 23 巻6 号
幽

経 　 産

　 　 陣痛 1 園

．厂嚠一…ii
蜥

　 　2．8　 1　 3、4

27．7　　　　34．3
（　4，2）　1（　4．7）

ユD．8

分 　娩　 時 　聞

・期 い期

797，

3 ，3 　　　　3．4　　　 274’

　 　 　 　 　 ．一上一

　　1
珊期　．　 計

・・
’

一．LE皐・職 1

39’ ・2服 、鸛）

非 妊 ［．．
　 　 8，8

（　） は ，：0分 間 平 均 陣 痛 回 数

　 　信 頼 限 界 …

嘉 暇 界 ＿ 」 、型 6・35 一魁 豐一
1
童 8・23⊥

　
一　一一

葺
　一一．

　　　　　　　　　　　　　4．35　　　　　　　　　　　　　　　4・60

L有盈 差… ⊥ 一．．』避一 一一．

II

… ゴ贔
6

り， ほ ぼ基礎代謝量に
一
致す る ．

　妊娠10カ 月末期 の 毎 10分間 の 安瀞時 エ ネ ル ギ

ー一代謝量は ，初産婦 13．O±：1．54Cal 経産婦 12。0土

1．63Cal とな り非妊時 と比較す る と両名 とも約28

％ の 増加 と な る ．ま た ，初産 と経産との 問に は 安

静時 」 一ネ ル ギ ー代謝量 に 差 は み られ な い 。

　2）　 分娩時 エ ネ ル ギ ー代謝量

分娩第 1 期 は ，初産婦 20 ．5± 2・48C ・1 経 産婦

22．2土 2．21Cal で 両者 の 間に 差は無 い ．

　分娩第 2 期は 腹圧を加えた 時 と子宮収縮以外 の

筋 肉活動を で きるだ け禁じた 状態 の 1RI’　1・こ 分け て

測定！．、， で ぎる だ け安静な状態で は 初産婦28．2±

2．68Cal ，経産婦で は 27，7± 1．26Ca1 で あっ て 両

者 の 間に 差は み られな い ． し か し 腹臣 を 加 えた

時 ， 初産婦39．5± 5 ．68C ・1 経産女話34・3± 3・16C ・1

で あつ た ．すな わ ち分娩第 2 期 の 腹圧が 加 わ つ た

時に は 初産婦 の 方がや や多量 の 熱量を費し て い る

よ うで あ る ，

　分娩第 3 期で は ， 初産婦11 ．2± 2．75Cal ，経産

婦 10．8± 2．09Cal とな り，ドゴ者 の 間に差は無 い ．

　3） 分娩時子宮収縮 1 同に要す るエ ネ ル ギ ー一代

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 2

「1
−．．

　 　 1　 妊娠 xM 　 l　 ・ 期 　 　 且

＼ 非 妊 L
無 「。 ポ

L

褫 「証 7 厨
．

・

　 　 　 　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　コ　　　　　　　　　　　　　　 　へ　 　　　　 　　

額
一一

数
一

石
一

i6
… 一一

6 　 　 ユ。 　
．
　 6 　 　 8

　　　　　　　
一凵『

Ti
’
2．0　　　　　 8．8　　　　　　　　　　12・0　　　　20・5　　　　2≒二3−一一　　39・5

平 均 値

　　　　　　　　　　　　　　　　　
齟
圭三』2，48　　　＞ζ土2，21　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 S±1．63　 　 　 　 　 　 　 　 又十 L54

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 又十 5．85

　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　期　　　　　　 ］皿　　 期
．胴

「
一

庭 産 、初 産 II経 産
一一
i
−．一’．

6 　 615
　 ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　，　　　　　
　　　　　

一一一
i：1．2　　　　10．8　　 34菷

一一．

ス± 5．68　　R 一ト3．16

冀十 　17．03　 文十 8．3ε

ヌ→
−2，75　　　熏十 2，09

｝ζ± 7，28　1　妻ζ：t：5．ユ1
「
99

θ

」

』

鐘

43 5，ユ20
．09
無

謝量

　10分間 の 所要 エ ネ ル ギ ー代謝量 と！0分間 の 子宮

収縮回 数 よ り各例毎に 子宮収縮 1回 rこ要す る エ ネ

ル ギ
ー
代謝量を計算し た ．す な わ ち 表 3 に 示す

ご とく．分娩第 1 期 で は 初産婦 で ， 2．8土 0．57

Cal，経産婦で 3．3土 0．38Ca亘とな り，分娩第 2 期

で は初産婦 3．4±．。．74C ・1経産女譖 3 ．4± 0・22C ・1で

あ っ た ．初産婦 と経産婦を比較 し て も，分娩第 1

期 と第 2 期を比較 して も差は な い ．すなわ ち 分娩

時子宮収縮 1 回 に 行 な う エ ネ ル ギ
ー

代謝量 は ，

初産婦 経産姑 分娩第 1 購 第 2 期 kご 関係な く

大休同 じ程度 と思わ れ る ．

　な お ，エ ネ ル ギ
ー
代謝量測定中，同時 に 陣痛外

測計 ま た は Balloon 法に よ り陣痛 回数を記録し た

が ，そ の 10分間平均は ，初産婦 で は 分娩第 ！期が

平均 2 ．6回 、第 2 期の腹圧 を禁 じた 時は 4 ．8回 ，

腹圧 を加 え た 時 は 4．9 回，経 産婦は ・第 1 期が

　2．7回 ，第 2 期で 腹圧を 加 えな い 時が 4 ・2回 ・ 腹

圧 を加 え た 時が 4 ．7回 で あつ た ・

　 4） 分娩時に 要する総 エ ネ ノレ ギ ー一代謝量

　分娩時 に要す る総 エ ネ ・レギ
ー
代謝量を各症例毎
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表 3

ヒ
丶

例 数

平 　　均 　　値

信 頼 暝 界

棄　却　限 　 界

平 均 値 の 検 討

有 　 　意 　 　 差

1　　 期

初 　 　産

　 工て）
一一．

経 　　産　　　　初 　　産

皿　 　 期

経 　 　 産

6

2．8 3．3

13
．−
i病 1 6

霊十 〇．57X

± 1．88

3，4

X±0．38
ス十 1．00

熏十 〇．74 x ±O．22
X 十 2．76 K ± O．57

L翻 8
嘱 擺 ｝

11
− 1− F4 ．45− 1＿l
　 I− FDO．01− ・

無 し 無 し

　 無 し

匸 民覊コ
　 無 し

表 4

＼

＼

＼
　 　 ＼

例　　数

平 　 均 　 値

信 頼 限 界

棄 却 限 界

　 　
一一
F

　 　 Fo

．壷　 意 　 差

分娩第 1 期

初 　 産 経 　産

jq＿＿
1639．45

ζ十 252 ．25

R±834．95

6657

．85
と十 312，71

R ：量：827．12

4．6032
．38

有

分娩第 皿期

初　産 経 　 産

8359

．1

　 613

菖．2

X ±ユ82・801 吐 21・53
x 十 548，40　　文十 　56．95

4．756
．13
有

分娩第 皿期

初　産

　
．．’
6
山一

14．2X

十 6．81

X± 18．05

i 経 産

　 　 514

．0

旺 孛．51

X± 18．　40

1200

し

50

無

　 分 娩 時

総 エ ネ ル ギ
ー

初産
　 2012．8
　 　 Ca1

経 産

807．O
　 Ca1

に 計算す る と表 4 の ご と くな つ た ．す なわ ち，初

産婦で は 分娩第 1期 に 平均1639．4± 252．25Cal 第

2 其月セこ 359．1：辷182 ．8Ca1 第 3 期をこ 14．2± 6 ．81Cal
，

合計 2012．8Ca1 を 要し，経産婦 は 分娩第 1期 に

657．8：d： 312．71Cal 第 2期 をこ　135．2±　21．53Cal，

第 3 期に 14，0± 7 ．51Cal，合計 807 ，0Cal ， を消費

し て お り， 初産婦は 経産婦の 約 2 ．5倍 の エ ネ ル ギ

ー
を 消費して い る こ とがわ か っ た ．

　 なお，本症例 の 分娩時間 の 平均 は ， 初産婦 で は

分娩第 1期が 797分 ， 第 2期72分，第 3 期 11分，

合計 877分 （14時間 37分） とな り， 経産婦で は分

娩第 1期が 274 分，第 2 期39分 ， 第 3 期 12分 ， 合

計 325 分 （5 時間25分）で あつ た ，こ れ は諸家の

報告 とほ ぼ
一

致す る ．ま た 初産婦は 経産婦 の 約

2．7倍 の 時間を要 して い る ．

　 2 ．新生児代謝量

　 1） 正 常新生 児お よ び未熟児生後 6 日間 の 変動

　表 5 に 示 す よ うに ， 正常新生児は第 1 日 （分娩

当 日） 7 ．9 ± 2 ．49cal ！kg！h ， 第 2 目 6．9± 1．06，

第 3 日 6．1± 1．35，　第 4 日 6．0± 1 ．39，　第 5 日

7．4± 1．55， 第 6 日 6．8± L74 ，で あつ た ．正常

新生児 で は 第 1 日が最も高値を示 し ，第 2 日 目 よ

り安定して 第 5 日 目に や や高 くな る ．未熟児で

｝よ，　第 1 日　4．5：辷1．84，　第 2 日　4．0± 0．81，　第 3

日 3．5± 1 ．08，第 4 口 4 ．4土 1．43 ，第 5 日 4 ．8 ±

L22 ，第 6 日 4 ．0土 0．88で あっ た ．未熟児で は や

は り第 1 日がや や高い が ， 正常児 に比較 し て 低値

を示 し， エ ネ ル ギ ー
代謝量を低 く抑え て い る よ う

に推測 され る ．

　2）　正 常新生児お よ び未熟児生後 24時間 の 変動

　新生児の 分娩に よ る影響をさ らに詳細 に見 るた

め に ，分娩後30分 よ り 2 時間 ご と に 24時間測定

し，そ の 平均値を求め た ．

　表 6 に 示す よ うに ，正常新生児お よ び未熟児共

に 分娩後30分が最 も高値 を示 し ， 正常新生児で は

9．2± 2 ．32Cal！kg！h， で あつ た ． 2 時間 ま で 高値
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1 第 1 日

表 5

μ 数 蜃 ・ 旨・鰐

　 　 　 　 　7．9　　　　R±：2．49

棄却 限 界 　　 F

　 （Cal！kg！l1）

F
、 　 有 意 差

ti　常　 児

未 　熟 　児

第 2 日 i−一
正 　 常 　 児

宋　熟 　児

　
’
t5

− 1−一”
io14

一．− 4・5

　 6，9

9 4、「

x 十 1．84s

± 9．96
　 　 　 　 　 4．28　　　 4．75
貢十 6．09

有

R十 1．06 文十 4．］．0
K 十 〇．81 文十 2．55

第 3 日
正 　 常 　 児 13 6．1 　　　雲十 1．．35

315
−一
　　天十 1．08

又十 5．50

熏十 3，24

4，32　　　18．46

第 4 日

未　熟 　児 8

正 　 常 　 児 ユ2

未 　熟 　 児

1・ ・ 日

1第 6
ワ

正 　常　 児

未　熱　児

797

6．D　「

4・4
．…

7 ．44

．8

正 　 常 　 児

rt十 1．39N

十 1．43

又十 1．55

4．383 ．46

有

R 十 5．00　
　　 　 　　4．45

R 十 4．03

8　 　 　 6．8

未　熟　児 7　 　 　 4．O

又十 1．22

　 熏十 4．90− ．冖 一．．一一　　4．60
　 雲十 3．44

ft十 ］，74 文十 4．54−
　 　 　 　 4，67

鼠：±：0．88　　　　鼠ニヒ2．48

無

2．72 無

9．23

10．65

　 一1

有 　 i

有

＼ 画 馴 ・。分 瞬 間．・ 〃 1・ 〃

例 数 981

表 6　 正 常 新 生 児 24時 間 の 変 動 （Cal！kg！h）

　　　　　・〃 ・。〃 12　！t　11　14　！！　！・6i！　1・8 〃 ・・〃 22〃 24 〃

平 　 均 　 値 　
．

9．2

i 信 頼 限 界

i−　　　 ．一．一一一

　棄 却 限 界

叉±
　 2．32x

±
　 7．33

7

6
”
ひ

6　 　 7

8．5x

±
　 2，22

3．4　 4．O

ft十 　 　貢十 　 　R十

　 L20 　　0，56　　1．911

6

5．6

致± 　　刄± 　　又 ±　 iR±
　6，661　3．38　　1．47　　5．3Σさ1

文±
　 2，56R
十

8

5．5rt

±
　 3．16

6

3．6

6

5．2

又十 　　R 十

　 1．33　　2．21

　 　x十 　 rt十 　 …x 十

6．81［　9．481　3．51．　5．8ユ

6

4．3x

±
　 1．36x

±
　 3．59

6

5．09

±
　 1．86

．

66

4．5k

±
　 0．79

4．5x

±
　1．111

熏十 　 　又十 　 　x 十

　4．91　　2，081　2．91

未 熟 児24時
一
［li1の 変動 （Cal／kg！h）

．一丶一一一．…．．．蹄　間
［・・

免12
時・1例 ・列 ・ 〃 ・。〃

例 数 66

平 　 均 　 値 　　6．5

信 頼 限 界

棄 却 限 界

Ix±
　 1，28

　 4．61
− 一．
x±
　 1．09

又十 　　R十

　 3，37　　2．87

76

　 1

．．

4・3i4 ・4

s± 　 又±

　 1．33　　1．92

x ±
　 3．75

6　 　 5

4，4　 6．4

　 　 　 　 i
’
　
　

12〃 14 ” 116” 18”

66

5．7

76

4．6　　4．71 　4．2

・。〃 ・2列
6

4．6

又十 　 　9 十

　 5．06i，　2．74

熏十 　 　R 十

　 1．041　 1．55

　　 鉦
一一一

　 　 　 3．791

．x＋ 　　　　　　
@
　．　 　＋　　　　@　　 　ix＋　　@　　

　　IR＋ 　1．22　　1．71　　2，33
@223

．
} 　2

．95

}　x＋一一1又＋一．一弖ま一

i．1
． 　6・5

s±

1

382c

一6

． 4 ． 又±

　2．　41 　　x±　x±

．8@

　
D64 　　

D352

} 　 1 ． 599 ± 　4 ． 19 を

し 4 時問か ら急激に下り ， 6 時 間 で 最低を示 し3 ． 4 土

C56 とな る． そ の

3．6 〜5 ．6 の 間で安 定 し 変動 は 少ない． 　未

児 の場合は分 娩 後 30 分 で最高の6 ． 5 土 1 ．28
で ，やや 高 いが， 全 体 に 2

條ﾔを通して同じ程 度 の平均 値 で安

している． 　3 ）　正 常 分 娩 児 と異常 分 娩児

比 較 　 分娩直 後 の異 常 分 娩 児 にエネルギー 代

から 見 て 何

かの 変 化があ ら われ ないか，正常 新生児と 比較してみた

　表 7 に 示 す よ う に ， 正常分娩児 9．2 ±2 ，

Cal 〆 kglh である のに対し ，異常分娩児（鉗子分娩3

瘁 C 吸 引 分娩3 例）の平均値7 ． 2 土 3 ． 20C

〆 kglh ， で

つた． 異 常分娩児が や や低 値を示し た が差

認め ら れな かつた ． 　 4 ）正 期 産， 早

，予 定 日超 過 例の 比 較 　 分娩 第 1 日の 新 生

を正期
産
，早 産 ， 予 定 日 超 過の 3 群 に 分 け て比較し た ． 表8 に
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表 7

例 数

平 　 均 　 値

信 頼 限 界

巨 瀚 覦 陣瀚 耽

　　 　 9　　　　　　　 6
．

9．21ny
−一『

7．2
x ±2．32

棄 却 限 界

　
．−
i

　　翠・

有
’

　 　 意 　差

s ± 7．33

X ± 3，20X

± 5．85

4．651
．57

無 し

表 8

〜38W 　 38W 〜42W 　 42W 〜

例 数 8

平 　均 　値

信 頼 限 界

6．6x

± 2．87

13

棄 却 限 界

8 ．1R

±3．13

s ±7．02　　　x 十 9．34

6

　

差

F
凡
意

　

有

6．0x

± 3，35

え十 7．68
4．383
．22

無 し

4，45

號 」
（分娩第 1Er　 Cal／kg！h）

表 9

代　 謝 　 量 呼　 吸 　 数

正 　 常

例 数 5

チ ア ノ ーゼ
tl

　 　 　 　 I

　 　 5

・ ・ 1… ゴ
　 5　 　　 　　 5

50：一

唇

平　 均 　 値

信 頼 限 界

＿璽 ．却 限 鼻

差

厂
意有

7．9X

± 2．03x

十 4．97

4．0x

± 1，229

±3．01

5．32
ユ0．61
有

X±3．06

熏十 11．49

60．0R

±6，69
X ± 16、39

5，3Z6
．51
有

0 遣 1呼 吸数

正 常 iチ ア ノ ーゼ

　 5　　　　　 5

呼　 吸　 商

正 司 チ ア ・ 一ゼ

　 5　 　　 　 　 5

1．56it

± 0．439

±1，05

0．96fi

±0．18X

±0．44
5，326
．31
有

O．83

晃± 0．027 ．

O．86R

± O．024
k ±　0，06619±：　O．058

5．323
，35
無

く， 妊娠38週 ま で に 生 まれ た も の は 6．6± 2．87
Calf’kg／h 妊娠38週 か ら42週 ま で に 生 まれ た もの

は ・　 8．1士 3 ．13Callkglh 妊娠42週以後に 分娩 し た

も の は 6 ．0± 3．35Cal！kg！h と7kつ た ．有意差は な

い が ，正期産が 最も高 く，38週以前に 分娩 した も

の ，42週以後に 生 まれ た もの は やや低 い 平均値に

なつ た ．

　5）　体動時 エ ネ ル ギ ー
代謝量 の 比較

　新生児の 生活 の 中で 代謝 の 高ま る と思わ れ る哺

乳，沐浴，啼泣，手足を軽 く動かす運動に っ い て

測定 してみた ，

　正常新生児第 4 日の 平均値 6，0± 1．39Cali’kg！h

を 安静時 エ ネ ル ギ ー
代謝量 と し て ，それぞれ 比

較す る と，沐浴 5 ．3 ± 1．96
， 哺乳 10．2土 4．08 ， 啼

泣 20，6± 5．96，軽運動 11．5土 6 ．02，とな つ た ．こ

れ に よ る と，啼泣時に 最 も エ ネ ル ギ ーを費 し，安

静時 の 3 倍以上 に もな つ て い る ．沐浴時 の 平均が

安 静時 よ りやや 低 くな っ た が ，これ・は 沐浴中 の 3
〜 5 分で は ， そ の 影響が あ らわれな い た め と思わ

れ るの で 、 沐浴終了後10分〜20分 の 間 に 測定する

と，沐浴中 の 平均 5 ．4 ± 1．63，沐浴 後 の 平均 7 ．2

± 2 ．14 とな り， そ の 差 の 検討を 行な うと有意の 差

を認め た ．すなわ ち沐浴後 に エ ネ ル ギ ー代謝 の 上

昇を認め た ．

　 6） 正常新生 児 とチ ア ノ ーゼ （十） 児の 比較

　 分娩直後チ ア ノ ーゼ が 認め られ た例 に つ い て ，

工 不 ル ギー代謝量 ， 呼 吸数，酸素消費量 ，呼吸商

を正常新生児 と比較す る と ， 表 9 の ご とくエ ネ ル

ギ ー
代謝量 で は 正常新生児 7 ．9± 2．03 に 対 し，

4 ．0± 1．22で あ り， 呼吸数で は 正常新生 児50，6±

3 ．06回1minに 対 し，60 ．0± 6．69回fminとな り，

1 同 の 呼吸で 消費す る酸素 の 量 は正 常新生児1 ．56

± 0 ，43c ¢ に対 し て ， 0．96± O．18ccとな つ た ．呼吸

商に っ い て は O．83± 0．027と0．86± 0．024とな り

差は認め られ な か っ た ．こ れ らを み る と酸素消費

量 と エ ネ ル ギ ー
代謝量は そ の 差が著明で ， チ ア ノ

ーゼ 群 は正 常群 の 約
2
！3 し か 酸素を消費 し て い な い

こ とがわ か る ．

　　　　　　　　　考　　案

　妊娠時 エ ネ ル ギ ー
代謝に 関する 報告 は 多数 あ

り， 外国に 於て は ，
Magnus 　Levy （1904），　 Zuntz

（1910 ）・
Murlin （1910），　 Bear （1929 ），　 Cornell

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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代謝

（1923 ），Ro 。t （1923），Sandiford（1924）等で あ り・

本邦に 於て は 藤本 （1936），島倉 （1966）等が報告

して い る ．し か し ， 分娩時エ ネ ル ギ
ー
代謝に 関 し

て は 意外に 少な く，古 くKniPPing−Theodor（1922 ）

と Stahler（1936 ） の 報告を見 る の み で あ る ．

　妊娠末期の エ ネ ル ギー代謝 に 関 し て は，Bearが

正常時 よ り33〜35％上昇 し て い る と述べ Magnus −

Levy は 17％ の上昇 とい い ，
　 Cornell は 29％増加

と報告 し て い る ．島倉は 妊娠後半 の 平均で 約 100

Cal の 増加 とい う著者 の 実験で は ，分娩直前 の 妊

婦 で は 約28％の 増加 とな つ た ．

　分娩時消費エ ネ ル ギ
ー

に っ い て は，Knippingと

Theodor が ，そ の 労働量 は ，重労働 1 時間30分

と軽労働 3 時間 lc 匹敵す る と 述 べ て い る ． また

Stahlerは 30〜40km の 歩行に 匹敵 す る と述べ て

い る ．著者の 測定 に よ る分娩時に 要す る総 エ ネ ル

ギ ー量 は ，初産婦 で 2012 ．8Cal 経産婦 で 807．O

Cal の 熱量 を 必 要 とする こ とがわか つ た ．吉村

（1969）に よ る と，歩行30km 〜 40km に 要す る エ

ネル ギー量は 1 ，150Cal 〜 1，540Cal とな り， 重労

働 1時間30分 と軽労働 3 時間は 約 1，800Cal を要

す る と述べ て い る の で ， 著者 の 測定 に よ る 初産

婦 の平均は 諸家 の 報告よ りや や 多 く ， 経産婦 の

平均はか な り低 い ．こ れ は 初産婦 と経産婦 に 分け

て 平均値を 出し た た め に ， こ の 差が 出た と思われ

る．著者 の測定に よ る と初産婦は 経産婦の 2．5倍

の エ ネ ル ギ ーを 費し て い るが，なぜ こ の よ うに大

きな差が 出る の か初産婦 と経産婦を 比較検討す る

と，分娩第 1期で は初産婦 20．5± 2．48Cal110min

経産婦22 ．2± 2 ．21CalAomin と単位時間に 於い て

は差が な い ．しか し分娩第 1 期の 所要時間をみ る

と初産婦 と経産娠 の 間に 大 ぎな差があ り， そ の 結

果約 1，000Calの 差とな つ て い る．分娩第 2 期で は

初産婦39．5± 5．68Ca1，

／10min ・ 経産婦 34 ・3± 3 ・16

Ca1110min
， と単位時閊に 於 て も 初産婦 の 方がや

や 多量 の エ ネ ル ギ ー量を 消費 し，分娩第 2 期所 要

時間 も初産婦 72分 ， 経産婦39分 と約 2 倍 を要 して

い る ．こ の た め に 分娩第 2 期 で は ，約 220Cal の

差が出た ．分娩第 3 期は ， 初産婦11．2± 2・75C ・ 1110

皿 in 分娩時問 11分， 経産婦 は 10．8± 2，09Cal！lo

日産 女帚言占23巻 6 号

min
， 分娩時間12分 とま っ た く差 は な い ．

　今回 の 研究 の 第 1 の 目的で あ る分娩時子宮収縮

に 要する エ ネ ル ギ
ー
代謝量に 関す る報告 は 唯 1 つ

Stahlerが ， 分娩時子宮収縮 1 回 に 要す る エ ネ ル ギ

ー代謝量は 2．4〜 6．7Cal で ある と報告して い る

の み で ，本邦には見当 らな い ．著者 の 測定で は ，

分娩第 1 期初産婦で 2．8 ± O．53Ca1 経産婦で 3・3

± O．38Cal ， 分娩第 2 期では ， 初産婦 3．4± 0・73

C ・1 経産婦 3．4士 。．22C ・1で あつ た．こ れ は Stahl・・

の 平均値 の 下限に 近 い ．

　また分娩箒 1期 の初産婦 と経産婦の 間に も，分

娩第 2 期 の 初産婦 と経産婦 の 間 に も，ま た初産婦

の 第 1期 と第 2 期の 間 に も ， 経産婦 の 第 1期 と第

2 期の 閾に も差 がな か っ た ．先 に 分娩第 2 期 の 10

分eHS　：L ネ ル ギ ー
代謝量で やや初産婦が 多い と述べ

た が ，子宮収縮 1 回 の m ネ ル ギ
ー
代謝量 が 同 じ

で ， 収縮回数 も x．　．9回 と 4．7回 で あつ て 差が無い

の で 初産婦は 子宮収縮以外の 筋肉運動，た とえば

腹圧等に よ りや や多 くの エ ネ ル ギ ーを 使つ て い る

こ とに なる 。

　 こ の よ うに 開口期で も娩出期で も子宮収縮 の み

に 要す る エ ネ ル ギ ー代謝量に っ い て は ，初産婦で

も経産婦で も差がな い に もかかわ らず分娩に要す

る総 エ ネ ル ギ
ー

代謝量 に つ い て は ， 初産婦が きわ

め て 大量 の エ ネ ル ギーを必要 とす るの は ，経産婦

に 比 べ て 初産婦で は 分娩時間が長 い た め で ある ．

以上 の ご とく 1 回 の 分娩 に 安 静時 エ ネ ル ギ ー代謝

量以外に 500〜 1，400Ca 工 の エ ネ ル ギ
ー

を費して

児が娩出され る こ とを考え る と，毋 体の み な らず

新生児 も分娩時に 想像以上 の 影響 を受け て い る こ

とが考 えられる．そ こ で 分娩直後 の 新生 児の エ ネ

ル ギ ー
代謝を測定 し，分娩 の 影響か らの 回復や ，

外界に 出て 独立 し て 生命を 維持 し なければ な らな

い 状態 の 所要 エ ネ ル ギ ー代謝量 に つ い て 検討 し

た ．新生児基礎代謝 に 関す る報告は 数多 くある ．

し か し ，分娩直後 の 自然な状態で エ ネ ル ギ ー
代謝

量を測定 し た もの は 見当 らな い ．著者は ，分娩直

後 よ り自然 の 状態で で きるだけ安静を 保た せ て 測

定 し比較検討し た ．

　 正常新生 児 と未熟児 との 分娩直後 よ り24時間 の

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

ユ971年・6 丿弓 遠　藤 467

）

　 変動を み る と，正常新生児の 場合は 生後 2 時間ま

　 で 明らか に 高値を示 し ， 未熟児で は生後30分で や

　 や高 い ．こ れ は 分娩時 の 影響 と胎内よ り環境の ま

　 つ た く異な る外界に適応す る た め と思わ れ る 。す

　 なわ ち，一
時間に 代謝 の 高まる直接 の 原因は ， 分

　娩時胎内で 行なつ た 嫌気性代謝に よ る酸素負債 の

　 償還 ， こ の ため の 呼吸循環機能 の 増進，胎内 との

　 温度差に よ る熱 の 産生に よるも の ．環境の ま つ た

　 く異 なる外界 へ 出た た め に 不安定な状態に な り筋

　 肉運動が多 い 事等も考え られ る ．

　　 分娩後 6 時間 よ り24時間 ま で は 比 較的低 い 平均

　値で安定した状態を持続 して い るが， こ れ は分娩

　 の
， 影響 よ り回復す るた め に 安静な状態を続け る

　 もの と思わ れ る ．

　　分娩後 6 日間の 変動をみ る と，第 1 日が最も高

　 く， 2El 目 よ り安定 し て 5 日 目に や や 高 くな る ．

　 こ の 傾向は 三浦 らの 報告 とほぼ一・致す る ．未熟児

　で はや は り第 1 日がや や高 い が ， 6 日間全体に 低

　値を示 し，エ ネ ル ギ
ー
代謝量 を低 く抑え て い る よ

　 うに 推測 され る ．こ の 事 は Talbot （1922 ），
　 Marsh

　　（1925），
Schadow （1932），三浦 （1952）， 高井

　　（1959）等 の 報告と
一

致す る ．成熟児よ りも未熟

　児の エ ネ ル ギ ー
代謝が 低い とい う事 の 直接 の 原因

　 は ， 甲状腺機能 の みな らず ，内分泌 機能の 発達 も

　充分で な く， ま た 筋緊張が低 く，身体 趣動 も乏し

　 く，毋体よ り摂取 し貯溜 し た 栄養素の 不足等が考

　え られ るが，また一方で は これ らはす べ て未熟児

　が外界に 出 て 独立 し た生活をし ，生命を維持 しな

　けれぽ な：らな い 時，で き る だ け エ ネ ル ギ ーの 浪費

　を抑 える 自然 の 防御反応 ともい える ．正常新生児

　の 場合 ， 第 5 日よ りやや 高 くな る の は ，こ の 頃よ

　 り外界に よ く適応 し ， 新生児独 自の 活発な生活 と

　発 育が始 まるた め と思わ れ る ．

　　次に異常分娩児 の分娩直後 の エ ネ ル ギ
ー
代謝量

　を正常分娩児 と比較 し た ．これに よ り分娩の影響

　に よ る差が著明に あ らわ れる の で は な い か と思わ

　れ た が ， 両者間に 差は 認め られ なか つ た ．しか し

　チ ア ノーゼ が認め られ る 5 症例 と正常例 の エ ネ ル

　ギ ー代謝 ，呼 吸数，酸素消 費量，呼吸商を比較す

　る と ，
エ ネ ル ギ ー

代謝量 と酸素消費量 で 明らか に

1 低下 して い た ．早産児，予定 日超過児は 正期産児

　よ りやや低下 し て い た ， こ れ は 正期産児 が 最 も

生 活が活発 で ある こ とを 意味 して い る ．新生児

エ ネ ル ギ ー
代謝の 上昇限界は ， 啼泣時20 ．6士 5．96

Cal！kgfh で あっ た ．　 Benedict は ，激 し く泣 く際

は 基礎代謝の 200 ％増に もな る こ とが ある と報告

して い る 。沐浴に っ い て は ，安静時 と 同程度に な

つ た が，こ れ は 沐浴そ の もの は ，受動的な もの で

エ ネ ル ギ ーの 消費で は な い と考 え られ る ．し か し

受 ける熱 の た め に 代謝が高ま る こ とは考え られ る

事で あ り， 事実沐浴後 10分 と20分の 間で 測定する

と明 らか に エ ネ ル ギ ー
代謝 の 増加を認め た ．

　稿 を 終 る に 臨 み 御校閲 を 賜 わ つ た 恩 師鈴村 正 勝 教授

に 謹 ん で 感謝 の 意 を 捧 げ る と共 に，終 姶 御指 導御 教 示 下

さ つ た 本 学 衛 生 学乗木教授 な ら び に 本教 室三 井武 助教

授 ， ま た 終始 実 験 に 協 力 し て 下 さ っ た 三 原 博 圭
， 本教室

員 請 氏 に 心 か ら 謝 意 を 表 し ま す．

　尚 ， 本 論 文 要 旨 は 昭 和 44年第21 回 日 本産婦 人科学 会 総

会 に 発 裹 し た．
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